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昭和 23年 9月以来， 千葉県下に野兎病の流行を見た。著者は本病の疫学並びに臨床像を把
握せんとして， 昭和 23年9月以降同 27年 12月に至る間に発生せる野兎病患者 67例につい
、て，疫学的事項については発生数，気象との関係，感染源及び感染様式，臨床的事項につし、て
は病型，病状，臨床検査，予後及び経過，診断，治療の検討を行って，次の成績を得た。
f~ì7箇所，肘部11，服;硲1"箇所1'32例15部位は，工〉疫学的事項 
1) 発生数は 67例で，男 47例，女20例である。 所，顎下6筒所，頚部，鎖骨上詰;各 2箇所，鎖骨下
年度別では 23年 21例， 24年 19例， 25年 7例， 26 惇，上陣，耳前，眼下各 1箇所で，肢障に多く発生
年 15例， 27年 5例で， 67例中 46例は冬季に発生し し， 自発痛少く， 1"'-' 13週の観察中に 40箇の淋巴
た。 腺腫中 20箇は膿J廃の形成を見た。
地;域域別では夷問君利郡l 市原君郡|日)6例， 安房郡 5 22 例中 4例に発病初期 (ο1~2 病週〉に，顔面9日~ 47例，

例，君
 
井十症としてj紅班様乃至幕:清琳府麻;疹様の発疹を認めた。合{併才台2O却例，2ロ1才才.台1O叩例，4，、ドJJ品jω以主才10ではBj矧別|リ年令
1臼5例， 30才台 11例， 4ωO才台 14例， 5O才台 7例，鈎 日 叩 淋巴腺型，類チフス型各 1例に惨出性肋膜炎を認め 
60才以上4例で、各年令層に発生した; た。
職業別では，農家 61例， 医師4例，技術員，般 3) 臨床検査血液所見につし、ては，男 6例，女
員，飲食業各 1例である。 7例の 1--6問の測定で， 赤血球数は男， 最大 612 
2) 気象との関係 昭和 23年 11月より 24年 3 万，最小394万で， 1例は初期に減少し，慢性期に
月に至る聞の千葉県の気象は例年〈過去 40年平均〉 増多を示L，女，最大 510万， 最小 331万で， 2例
に比し高温，多時jであった。 は慢性期に被少を示した。白血球数は，最大 16200，
この気象的要因は「だにJの繁殖，従って野兎病 最小 4700で， 2~8 病週で， 8例は増多， 2例は減
の流行に関係ある如く 思われた。 少を示し， 3例は正常である。白血球百分率は，好J
3) 感染源は，大多数が野兎で， 2例が家兎及、び 中球は 1--4病週で， 6例は増多， 3例は減少を示
「だに j である。感染様式は，野兎の~IJ皮料理 44 例， し， 4例は正常である。好酸球は2病週以後全例に
野兎肉食 13例， 料理器具及び食器水洗3例， 実験 増多を認めた。単球は 1--4病週で2例は増多を示
室内の菌分離並びに生菌探作 5例， rだにJ虫体の し， 11例は正常である。淋巴球は同病適で， 3例は
癖潰 1例，不明 11例である。 増多， 6例は減少を示し， 4例は正常である。 
ll) 臨床的事項 尿所見は， 17例中 16例に， 2--8病週で，ウロ舟
1) 病型は， 67例中淋巴腺型 52例，類チフス型 ピリミ/体陽性， 4例に 1過性蛋白尿を見た。肝機能 
9例(自然感染手例，研究室内感染4例)，眼淋巴腺 は，高田反応及びグロス反応は 10例に行って， 2_. 
型 5例，扇桃腺淋巴腺型 1例，鼻淋巴腺型Oである。 15病週で全例に陽性，ガラクト{ゼ負荷試験は 5例 
2) 症状潜伏期は， 3日が最も多く， 62例中 56 に行って， 5 --12病週で全例に陽性であるム血沈は 
例は l週以内である。主症状は，発熱と淋巴腺腫脹 18例中 16'例に軽度~中等度の促進を認めた。胸部
で，精査例22例の平均有熱期間は39.3日で， 淋巴 レ線検査で 15例中 3例に肺紋理増強， 2例に選手出性
腺型 49.2日，類チフス型 15.1日，眼淋巴腺型 112.5 肋膜炎， 1例に肺門陰影増強を認めた。 
日， 扇桃腺淋巴腺型27日である。淋巴腺腫の発生 4) 経過及び予後 22例中死亡例なし淋巴腺型
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12例1='[19例は 6カ月以内， 3例は 1年以内に，類チ 及び|的膜炎の胸腔穿事Ijy夜の海摂腹腔内接種を 12例
ブス型 7例は 2カ月以内で全例， 眼淋巴腺2例は 6 につき試みたが，菌の分離は成功せず，流行地の山
カ月以内に，扇桃腺淋巴腺型の 1例は 2カ月以内に 中で発見せられたー鍔死野蒐の心血及び、内臓よりは
治癒した。 菌を分離し得，た。 
5) 診断，県衛・生研究所及び千葉大学細菌学教室 6) 治療 ストレプトマイシ y (2.0，..1.5g)を
より分与せられた野兎病菌，同死菌液及び死菌液の 16例に使用し，類告フス型 5例に対しては全例に
凍結融解遠沈上清を使用して， 皮内反応 (f'>'J反 有効であった。淋巴腺腫を伴う 10例中 4例は淵:巴
応に準じ 0.1mgjcc濃度の液 O.lccを前醇皮内に接 腺の縮小を見た。
種， 48時間後判定する〉を 22例に，血清綴集反応 虹波 (0.5.. 10.5 kg)を 4例に使用し，類チフス
を 19例に行って，施仔例全j仰に陽性反応を認めたの 却の 1例は解烈し，件i巴腺型 1仰け、淋巴腺践の縮小
皮内反応は発病絞期1)2例は第 5病日より!場性反応.を見た。オーレオマイシン (4.0g)は類チフス型 1
が出l苑し， 長期観察の 4例は発病 1年 8カ月乃至 3 例の発熱に対・し有効であった。 グロロマイセチ y
年 11ヵ月後に於ても陽性反応を認めた。血、消凝集 (4.0 g)は淋巴腺型 1例に対し発熱に対し有効であ
反応は，長期観察の 8 例は 4-8 病週で、厳高~~集価 った。イソニコチン駿ヒドラジツト(1.2g)は眼淋 
640 --2560f告に達し， 発病 1年 7カ月乃至 3年 11 巴腺現 1例の淋巴腺!障を縮小せしめた。
カ月後に於て 32--800倍の説集価を示した。商分 薬剤無効の淵.巴腺臨 6例に対し外科的に刻腺手術
離の目的で淋巴腺の磨砕乳剤液，淋巴腺の穿京IJ膿汁 を行い，全例 1カ月後に完全治癒を来た Li:こ。
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